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効果があった
と思われる点
Ⅰ．摘果時期が果実品質に及ぼす影響について理解を深められた点．実データを用いることで理解
が深まったと考える．また，調査からデータ解析までの一連の流れについても実習することが
できた．
Ⅱ． 動画視聴を用いたことで学生が自分のペースで解析できた点．対面実習ではパソコン作業やデ
ータ解析が苦手な学生に進度を合わせるため，得意な学生にはしばしば待ち時間が生じる．対
して，動画視聴による解析は，巻戻しや早送りができるため各自のペースで進めることができる．
この点は対面実習にない利点と感じた．
Ⅲ． チャットの利用で議論が活発化した点．対面での授業では，積極的な学生に発言が偏りがちで
あるが，チャット方式では全員同時に意見を書き込むため，学生一人一人の意見を聞くことが
できる．その意見を教員がひとつひとつ取り上げることで，対面授業よりも議論が活発化し理
解が深まったように感じた． 
改善を要する
と思われる点
ⅰ． 学生の進み具合を教員が把握できない点．Zoomミーティングに再入室してきた学生に関して
は，解析の進み具合を把握できたが，そうではない学生については集合時間になるまで進度を
把握できなかった．学生からのアクションに依存せずに進度を確認できる仕組みをつくる必要
がある．
ⅱ．果樹の栽培環境や生理生態に対して理解が深まらない点．果実品質に影響を及ぼす要因は，摘
果時期だけではない．気温や降水量，病害虫や授粉の有無，樹勢など様々な要因が影響する．
対面実習ならば，実際に摘果することでそのような要因の影響について自然に理解を深めるこ
とができるが，遠隔ではそのような機会を得ることはできなかった．
ⅲ． 実体験に裏打ちされた農業への理解が深まらない点．１本の樹を１人で予備摘果すると約１時間
かかる．早期の摘果が良いといっても，実際の現場では数百本の樹を対象に摘果しなくてはなら
ず時間との闘いになる．対面実習ならば，摘果にかかる時間や労力を体感することにより，農業
への理解を深めることができるが，遠隔授業では実体験が伴わないため表層的な理解にとどまっ
てしまった．
